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そこで個々の戦死者が、 「軍国の父J r軍国の母J など遺族に付される定型的イメージとの相乗効果のもとで、誉れ
ある「よき兵士」としてし、かに形象化されていったかが分析される。
「第 3 部」では、新潟県内での「家の盛表」にまつわる異人殺しのフォークロアや集落の開基伝承に関連した亙女
の託宣行為などを分析するなかで、それらが家の歴史の形成や偉業をなした祖先の顕彰としづ本研究のテーマに接続
させて考察される。
「結語」では、国民道徳、論における祖先観が国家への貢献を指標にして個性をもった祖先を重視する傾向にあった
のにたいし、柳田国男が固有名をもった祖先を顕彰することに否定的で、あったことなどに注目し、祖先祭把研究の総
括と展望を試みる。
論文審査の結果の要旨
本研究は、これまで民俗学・宗教学・歴史学などの諸研究がとりあつかってきた日本における死者祭杷とそれにか
かわる慰霊・追悼・顕彰の行為を、特定の研究方法に限定するのでなく、いわば学際的な方法と関心にしたがって展
開した意欲的かっ刺激的な研究成果で、ある。とりわけそこでは、前近代日本において強力な民俗-宗教的磁場を形成
していた祖先祭杷をめぐる儀礼と観念とが、国民国家成立後のナショナリズムに見合う国民感情や郷土意識の形成の
なかでどのような展開を見せていったかが解明される。
また研究方法において、ケーススタディの対象とされた新潟県各地の地方誌などの刊行物、『新潟新聞』をはじめ
とする各種の地元メディア資料、さらには現地での聞き取り調査で得られた採集資料等々が積極的に利用され、また
各分野からの膨大な先行研究をひろく参照して、本研究の問題設定と立論の根拠を客観的・総合的なものにしている。
これまで、近代日本における死者祭杷とナショナリズムの関連という点で最大のテーマは、靖国神社における戦死
者の英霊化の問題で、あった。本研究は、それらの研究史を十分に踏まえながら、それをあえて新潟県という一地方に
おける「近代の経験」の問題として焦点化し、そのなかから、「ふるさと j や「郷土」にまつわる観念の形成とナシ
ョナルなイデオロギー形成との照応関係を探ろうとするものである。
本研究によって、これまで二次的・周辺的な領域に既められてきた地方史研究や郷土史研究の意義が新たに見直さ
れて、方法的にも主題的にもそこに積極的な可能性が見出されたことは特筆すべきである。とりわけ、「郷土」の成
立をクニやムラの中聞に位置する「郡J に即して考察した点は、きわめて意義深いものと言える。その成果は、各章
の叙述のスタイルや関心の方向性において若干の揺れが見られるという弱点を補って余りあるものである。よって、
本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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